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ＧＧＡＡＰＰ手手法法をを取取入入れれたたよよりり良良いい農農業業経経営営をを目目指指ししてて  

～～ＧＧＡＡＰＰ研研修修会会のの開開催催とと認認証証取取得得にに向向けけたた取取組組支支援援～～  

 

11    活活動動ののねねららいい    

  千葉地域では、食品安全や労働安全などに関するリスクを防ぐとともに、 

農業者の経営向上につながる有効な手段として、ＧＡＰ（Good Agricultural  

Practices：農業生産工程管理）の取組を推進しています。今年度は新規就農 

者へのＧＡＰの周知や、ＧＡＰ認証の取得を希望する農業者に向けた、認証 

取得支援を中心に普及活動を行いました。 

 

22    課課題題のの背背景景  

  近年、千葉地域ではＧＡＰに取組む農業者が徐々に増えていますが、その 

割合はまだ低く、ＧＡＰについて理解が進んでいないのが現状です。また、Ｇ

ＡＰは農場のリスクを把握、改善し、各農場の経営リスクを減らすという手法

ですが、「記帳が面倒」、「取組自体のメリットが見えにくい」等のマイナスな

イメージが先行し、正しい理解がされていないという課題がありました。そこ

で、次世代を担う若手農業者を対象としたＧＡＰの研修会を実施し、理解を深

めることとしました。また、ＧＡＰ認証の取得や更新を目指す農業者に対し、

地域のＧＡＰモデルケースとなるよう認証に向けた支援を実施することとし

ました。 

 

33    普普及及活活動動のの経経過過・・結結果果  

（（１１））若若手手農農業業者者にに向向けけたたＧＧＡＡＰＰ研研修修のの開開催催  

  農業経営体育成セミナーでは、10 月 

27 日に GAP をテーマとした第１回合 

同研修を開催し、11 名のセミナー生が  

参加しました。前半は、講義として当事 

務所職員から、「ＧＡＰとは農場にとっ 

てマイナスとなるリスクを減す管理手 

法であること」、「農場に潜むリスクを防 

ぎ、より良い農場を目指して欲しいこ 

と」を説明しました。後半は管内の JＧ 

ＡＰ認証農場の視察を行いました。参加 

したセミナー生は、同じ農業者が実践す 

る農薬や肥料の管理方法を見学し、より具体的なＧＡＰの意義や手法につい 

て理解してもらうことができました。視察後の意見交換会ではセミナー生か 

ら、「ＧＡＰは難しいイメージがあったが、工夫次第では取組むことができそ 

うだ」という声や、「まずは燃料や農薬庫の保管方法から見直したい」という 

前向きな意見を聞くことができました。 

写真１ 農薬の在庫管理方法を聞く 

セミナー生 
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（（２２））ＧＧＡＡＰＰ認認証証のの取取得得やや更更新新をを目目指指すす農農業業者者へへのの支支援援 

  アア  ＪＪＡＡ市市原原市市姉姉崎崎蔬蔬菜菜組組合合ＪＪＧＧＡＡＰＰ団団体体認認証証のの更更新新  

   ＪＡ市原市姉崎蔬菜組合は市原市深城地区でだいこんを生産する 14 戸

で構成された組織で、年間約 110 万ケースのだいこんを出荷しています。

令和元年 1 月に、ＪＧＡＰ団体認証を取

得し、各戸がＧＡＰ手法を活用した経営を

続けてきました。今年度は認証の更新を迎

える時期であり、組織自らが、改善活動を

継続して行えること目指し、個別巡回や勉

強会を通して指導を行いました。個別巡回

では、基準書をもとに取組内容をチェック

し、是正すべき点がある場合は、改善指導

を実施しました。勉強会では、だいこん生

産における作業ごとのリスクを再度確認

し、対策の見直しを行いました。これらの

支援により、令和３年 12 月に更新審査を

受け、ＪＧＡＰ団体認証を更新することが

できました。 

                        

    イイ  個個別別農農場場ででののＧＧＡＡＰＰ認認証証取取得得にに向向けけたた支支援援  

   管内のＧＡＰ認証取得を希望する農業者２戸に対し、取得支援を行いま 

した。まず、ＧＡＰの意義や取組目的について農業者と話し合い、目標を共

有しました。その後、作業ごとのリスクの掘り起こしとその対策について話

し合い、リスク評価表の作成を支援しました。また、農場において、基準書

に沿った農薬や肥料の管理が実施できるよう、改善指導を行いました。その

結果、2 戸の農場は、リスクに対して適切な対策が行われ、食品安全や労働

災害のリスクが低い農場となりました。引き続き 2 戸に対して支援を行い、

ＪＧＡＰ認証取得を目指します。 

  

44    今今後後のの課課題題  

  管内ではＧＡＰに取り組む農業者が少しずつ増えており、それぞれが個々

の経営に合ったリスク管理方法を工夫しながら経営を行っています。このよ

うな素晴らしい取組をより多くの農業者に広め、農業者自身が率先して食品

安全や労働安全などのリスクが低い経営を目指せるよう、引き続き支援して

いきます。 

 

55    担担当当者者    市原グループ ◎梶浦 真衣、内藤 千陽、山下 瀬里奈、 

千葉・習志野グループ 井上 絵里加、木村 明花音、  

八千代グループ 田中 稔久、國分 拓也 

 

66    協協力力機機関関 市原市、ＪＡ市原市 

写真２ 燃料の保管方法を 

      説明する農業者（左） 


